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  現地調査様子           公民館にて検討会 

 

団体紹介 

市民参加による住み良い環境創造と、豊かな国土やまち

づくりに寄与することを目的に活動しています。 

 これまでに東日本大震災等に伴う液状化現象やがけ崩

れについて検討し、地域住民への周知啓蒙を図りました。

また全国の橋に関する情報を集めて「橋百選」(2019 年 

11月)刊行し､その後｢河川余話｣と題して F-8社の雑誌に

連載中です｡ 

 

体験内容 

①中央公民館集会室での学習･検討会と ②その成果

を現地調査で確認する2日間になります｡ (できるだ

け両方に出席して下さるようお願いします｡) 

 ①は私達が住んでいる船橋市の自然災害に関する危

険性(ハザード)について､ゲームを含めて検討しま

す｡  ②では海老川沿川のまちづくり計画､遊水池計

画､がけ崩れ対策流域治水について考えたいと思いま

す。 

体験日時 

(1) 学習･検討会: 7 月 30 日(水) 14 時～16 時 

(2) 現 地 調 査 : 8 月６日(水) JR 船橋駅北口の 2 階

広場に 14 時集合 

活動場所 

(1)中央公民館第 5 集会室（本町 2-2-5） 

(2) 海老川沿川を歩き､遊水池計画、土砂災害警戒区域

等を調査｡ 

対象者 中・高・専・大 募集人数 １０名程度 

必要な物 

服装など 

現地調査日は 2～3 時間歩きますので､帽子､タオル､交

通費､飲物等を用意し､履物にも気をつけて下さい 

注意事項 暑さ対策や体調管理にも気をつけて｡ 

申込方法 

☑ マッチング会にて受付 

（市民文化ホール） 
☑ 6 月 30 日以降 

（電話、メール）にて受付 

担当者名 廣田 治 電話番号 080-3411-1398 

メール Samkun.hirota@gmail.com 

担当者から 船橋で発生する災害に備えよう 

 ＮＰＯシビルまちづくりステーション 
 

 

 

 

 

 

写真の説明を下に入れてください 

 


